様式第1号
令和　　年　　月　　日

（あて先）松江市長　　

	住　　所
	〒　　－　
　　市
　℡　

	氏　　名
	　　　　
　※　　　　名　（別紙のとおり）

	職　　業
	

	生年月日
	年　　月　　日


鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の許可申請書

　鳥獣等及び狩猟の適正化に関する法律第９条２項の規定（並びに同法第９条８項及び同法施行規則第７条第７項の規定）により、鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の許可を受けたいので、以下により申請します。

	捕獲等をしようとする鳥獣又は採取等をしようとする
鳥類の卵の種類及び数量
	　　　

	捕獲又は採取等の目的
	

	捕獲又は採取等の期間
	令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日

	捕獲又は採取等の区域
	松江市　　　　　　　　

	捕獲又は採取等の方法
	

	捕獲又は採取等をした後の処理
	

	学術研究を目的とした場合にあっては
研究の事項及び方法
	―

	愛玩飼育の場合、現に飼養して
いる鳥獣の種類及び数量等
	―

	鳥獣保護区等において、捕獲又は
採取等をしようとする場合にあってはその旨
	

	銃器を使用する場合は、鉄砲所持
許可番号及び許可年月日
	

	備　　　　　　考
	



１．従事者証の交付申請を同時に行わない場合、若しくは個人申請の場合は※以下の文字を抹消し、個人名を記入すること。
２．住所欄には法人申請（従事者証を交付する場合）の場合以外は、所属機関の所在地ではなく申請者本人の自宅の住所を記載すること。
３．氏名欄には複数人が同一の目的で捕獲に携わる場合で捕獲区域や方法も等も同一の場合は別紙のとおりとし、代表者以外は「鳥獣の捕獲等及び鳥獣の卵の採取等の許可申請者名簿」に必要事項を記載の上添付すること。

４．鳥獣及び鳥類の卵の種類、捕獲数は各人に割り振られた頭数（羽・個）数を記載すること。島根県特定鳥獣については除く。（第1種、第2種特定鳥獣）
５．目的欄には「学術研究（生態調査）」「有害鳥獣捕獲（被害防止）」「有害鳥獣捕獲（個体数管理）」「保護（傷病等）」等捕獲の事由を記載すること。
６．区域欄には松江市内の地区または地域名を記載すること。

７．方法欄には使用する捕獲用具を記載すること。（わな、銃　等）

８．処理欄には捕獲個体の捕獲後の処理方法を記載（計測後放鳥、飼養、殺処分、標本等）

９．研究の事項方法欄には研究目的として捕獲等又は採取する場合にあっては研究の事項及び方法について詳細に記入すること。
１０．飼養している鳥獣の種類および数量等の欄には愛がん飼養を目的として鳥獣の捕獲または鳥類の卵の採取をしようとする場合にあっては申請者の属する世帯において、現に飼養している鳥獣の種類及び数量を記入する。また、申請者が申請日以前5年の間に愛がんのために飼養を目的として法第9条第1項の許可を受けたことがある時は当該許可に係る鳥獣の種類及び数量を記載すること。

１１．鳥獣保護区等の記入欄には鳥獣保護区、休猟区、特定猟具使用禁止区域（使用制限区域）、等において捕獲および採取等をしようとする場合にあってはその旨を記載すること。
１３．狩猟免許に関する記入欄は申請者（法人にあっては捕獲等に従事する者）が狩猟免許を現に受けている場合にあっては当該狩猟免許の種類、当該狩猟免許の番号及び交付年月日を記載すること。
１４．銃器を使用する場合の記入欄には猟銃・空気銃所持許可証番号及び交付年月日を記載すること。

１５．申請用紙のサイズは日本工業規格A4版とすること。

１６．「備考」欄は他の法令の規定により行政庁、認可その他の処分又は届出が必要とするものについて、その法令名、適応条項およびその手続き状況を記載すること。
鳥獣の保護、捕獲の適正な実施、事故防止のため必要のあるときは、申請及び許可の内容を松江市長が警察、島根県、鳥獣保護員に提示することに同意します。なお、本申請にかかる全員の同意を得ています。

氏名　　　　　　　　　　　　　
